
農家民泊受け入れが充実
　　　地元の人と触れ合える

中
尊
寺
や
宮
沢
賢
治
記
念
館
も

行程表

岩手県（日本旅行）

中尊寺

宮沢賢治記念館

農家民泊

げいび渓

東北３県　修学旅行モデルコース（２泊３日）提案

「
だ
か
ら
こ
そ
学
ぶ
」

東
北
教
育
旅
行
の
魅
力
と
現
状

寄稿

専務理事推進本部長
東北観光推進機構

紺野純一

東
日
本
大
震
災
か
ら

年


東
北
へ
の
修
学
旅
行

改
め
て
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
る

飯田大輔氏
　日本旅行多摩教育旅行支店
課長。年入社後、東京教
育旅行支店に配属。年から
現在の支店に。入社から現在
まで教育旅行営業一筋。「修
学旅行は学校生活で最も思い
出に残る行事。『楽しかった』
という生徒たちの言葉が私に
とって励みになっている」。

　
岩
手
に
は
歴
史
、
文
化
、
自

然
と
、
学
び
の
コ
ン
テ
ン
ツ
が

多
い
。
さ
ら
に
地
元
の
人
と
の

触
れ
合
い
。
農
家
民
泊
の
受
け

入
れ
態
勢
が
充
実
し
て
い
る
。

　
２
泊
３
日
の
修
学
旅
行
で

は
、
農
家
で
の
宿
泊
体
験
を
メ

イ
ン
に
、
世
界
遺
産
の
中
尊
寺

（
平
泉
町
）
や
宮
沢
賢
治
記
念

館
（
花
巻
市
）
の
見
学
、
げ
い

び
渓
（
一
関
市
）
の
舟
下
り
な

ど
、
岩
手
の
歴
史
、
文
化
、
自

然
を
学
び
、
体
感
で
き
る
旅
を

提
案
し
た
い
。
東
京
の
公
立
中

学
校
で
、
４
ク
ラ
ス
、
１
４
０

人
ほ
ど
の
生
徒
に
よ
る
秋
の
修

学
旅
行
を
想
定
す
る
。

　
１
日
目
は
朝
８
時
ご
ろ
の
新

幹
線
で
東
京
駅
を
出
発
。
岩
手

県
の
玄
関
口
、
一
ノ
関
駅
に
同


時
台
に
到
着
す
る
。

　
一
ノ
関
か
ら
専
用
バ
ス
に
乗

り
換
え
、
県
内
の
観
光
地
を
巡

る
。
ま
ず
、
体
験
す
る
の
は
げ

い
び
渓
の
舟
下
り
だ
。
げ
い
び

渓
は
北
上
川
の
支
流
、
砂
鉄
川

の
長
さ
約
２
㌔
に
わ
た
る
渓

谷
。
高
さ

㍍
ほ
ど
に
そ
び
え

る
岸
壁
と
岸
壁
の
間
を
小
舟
で

巡
る
。
岸
壁
は
「
世
に
も
ま
れ

な
る
景
色
」
と
い
わ
れ
、
奇
岩

が
連
な
る
独
特
の
景
観
を
作
り

だ
し
て
い
る
。
こ
こ
で
自
然
を

感
じ
な
が
ら
、
お
よ
そ

分
の

舟
下
り
を
楽
し
む
。

　
屋
根
付
き
の
舟
も
あ
り
、
雨

天
時
も
基
本
的
に
運
航
す
る

が
、
荒
天
時
は
「
え
さ
し
藤
原

の
郷
」
（
奥
州
市
）
に
訪
問
地

を
切
り
替
え
る
。
え
さ
し
藤
原

の
郷
は
、
１
９
９
３
～

年
に

放
送
さ
れ
た
大
河
ド
ラ
マ
「
炎

立
つ
」
の
ロ
ケ
地
と
な
っ
た
テ

ー
マ
パ
ー
ク
。
約

㌶
の
広
大

な
敷
地
内
に
、
平
安
時
代
に
こ

の
地
を
治
め
た
奥
州
藤
原
氏
ゆ

か
り
の
建
築
物
な
ど
１
２
０
棟

ほ
ど
が
再
現
さ
れ
て
い
る
。

　
げ
い
び
渓
の
後
に
訪
れ
る
の

は
、
２
０
１
１
年
、
ユ
ネ
ス
コ

の
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ

た
「
平
泉
―
仏
国
土
（
浄
土
）

を
表
す
建
築
・
庭
園
及
び
考
古

学
的
遺
跡
群
―
」
の
メ
イ
ン
と

な
る
中
尊
寺
だ
。
８
５
０
年
、

比
叡
山
延
暦
寺
の
高
僧
慈
覚
大

師
に
よ
り
開
か
れ
た
古
刹
だ

が
、
大
規
模
な
造
営
は

世
紀

に
入
り
、奥
州
藤
原
氏
の
初
代
、

清
衡
に
よ
り
行
わ
れ
た
。
中
で

も
金
色
堂
は
、
平
安
時
代
の
建

築
、
工
芸
技
術
の
粋
を
集
め
た

貴
重
な
文
化
財
だ
。

　
時
間
が
あ
れ
ば
、
同
じ
世
界

遺
産
の
構
成
要
素
の
一
つ
、
毛

越
寺（
平
泉
町
）を
訪
ね
た
い
。

特
別
名
勝
に
指
定
さ
れ
る
「
浄

土
庭
園
」
が
有
名
だ
が
、
本
堂

で
の
座
禅
体
験
が
子
ど
も
た
ち

の
情
操
教
育
に
最
適
だ
。

　
初
日
最
後
の
見
学
地
は
宮
沢

賢
治
記
念
館
。
宮
沢
賢
治
は
１

８
９
６
年
、
当
時
の
稗
貫
郡
花

巻
川
口
町
、
現
在
の
花
巻
市
で

生
ま
れ
た
詩
人
で
童
話
作
家
。


年
の
生
涯
の
中
で
、「
銀
河
鉄

道
の
夜
」「
風
の
又
三
郎
」な
ど
、

多
く
の
作
品
を
世
に
残
し
た
。

記
念
館
に
は
賢
治
直
筆
の
原
稿

を
は
じ
め
、
ゆ
か
り
の
品
々
が

数
多
く
展
示
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
日
は
花
巻
南
温
泉
峡

（
花
巻
市
）
の
旅
館
に
宿
泊
す

る
。

　
２
日
目
は
丸
１
日
、
花
巻
市

内
の
農
家
体
験
と
な
る
。ま
ず
、

宿
舎
か
ら
入
村
式
会
場
（
Ｊ
Ａ

い
わ
て
花
巻
）に
バ
ス
で
移
動
。

こ
こ
で
生
徒
と
受
け
入
れ
農
家

が
初
め
て
対
面
し
、
各
家
庭
が

３
～
５
人
ず
つ
、
生
徒
を
受
け

入
れ
る
。

　
受
け
入
れ
先
の
農
家
で
は
、

家
庭
ご
と
に
さ
ま
ざ
ま
な
体
験

を
行
う
。
農
作
物
の
収
穫
を
は

じ
め
、
作
物
を
袋
詰
め
し
て
Ｊ

Ａ
の
直
売
所
に
卸
し
た
り
、「
餅

食
文
化
」
が
残
る
こ
の
地
な
ら

で
は
の
餅
つ
き
体
験
を
し
た

り
。

　
夜
は
取
れ
た
て
の
農
産
物
を

使
っ
て
み
ん
な
で
料
理
を
作

る
。
畜
産
農
家
で
は
地
元
ブ
ラ

ン
ド
牛
な
ど
を
使
っ
た
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
を
楽
し
ん
だ
り
。
都
会

で
は
め
っ
た
に
で
き
な
い
体
験

を
楽
し
む
。

　
最
終
日
の
離
村
式
ま
で
、
家

族
の
一
員
に
な
っ
た
気
分
で
農

家
体
験
を
行
う
。
１
日
ほ
ど
の

体
験
で
も
、
最
終
日
に
は
受
け

入
れ
て
く
れ
た
家
族
と
の
別
れ

を
惜
し
ん
で
み
ん
な
が
涙
す

る
。
入
村
式
と
は
全
く
違
う
表

情
に
な
る
。

　
東
日
本
大
震
災
で
岩
手
の
沿

岸
部
が
大
き
な
被
害
を
受
け

た
。
震
災
学
習
と
い
う
キ
ー
ワ

ー
ド
で
、
最
近
は
沿
岸
部
を
巡

る
新
た
な
コ
ー
ス
も
生
ま
れ
て

き
て
い
る
。
内
陸
部
と
沿
岸
部

は
車
で
約
２
時
間
か
か
る
た

め
、
２
泊
３
日
で
両
方
を
網
羅

す
る
の
は
な
か
な
か
難
し
い

が
、
工
夫
次
第
で
は
可
能
か
も

し
れ
な
い
。

　
県
の
東
京
事
務
所
か
ら
、
修

学
旅
行
に
関
す
る
情
報
を
密
に

い
た
だ
い
て
い
る
。
県
観
光
の

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
に
は
、
ほ
ぼ

全
て
の
情
報
が
網
羅
さ
れ
て
い

る
。
県
の
修
学
旅
行
に
対
す
る

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
が
素
晴
ら

し
い
こ
と
を
最
後
に
触
れ
て
お

き
た
い
。

１日目　７：　東京駅出発（東北新幹線）
　　　　：　一ノ関駅着
　　　　：　一ノ関駅発（貸し切りバス）
　　　　：　げいび渓
　　　　：　中尊寺（昼食、見学）
　　　　：　宮沢賢治記念館
　　　　：　南花巻温泉峡の旅館着

２日目　８：　旅館出発（貸し切りバス）
　　　　９：　ＪＡいわて花巻（入村式）
　　　　　　　　各農家着

３日目　　　　　各農家出発（昼食後、農家送迎）
　　　　：　ＪＡいわて花巻（離村式）
　　　　：　ＪＡいわて花巻出発
　　　　　　　　　　　　　（貸し切りバス）
　　　　：　新花巻駅着
　　　　：　新花巻駅出発（東北新幹線）
　　　　：　東京駅着

比叡山延暦寺の高僧慈覚大師により開かれた古
刹。大規模な造営は奥州藤原氏の初代、清衡に
より行われた。平安時代の建築、工芸技術の粋
を集めた金色堂が有名

花巻市生まれの詩人で童話作家、宮沢賢治の資
料館。直筆の原稿など、ゆかりの品々が数多く
展示されている

花巻市では農家民泊の受け入れ団体「はなまきグリーン・ツーリズ
ム推進協議会」（事務局＝ＪＡいわて花巻企画課）を組織。体験に
関するさまざまな相談を受け付けている

北上川の支流、砂鉄川の長さ約２㌔にわたる渓
谷。奇岩が連なる高さ㍍ほどの岸壁と岸壁の
間を小舟で巡る
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今
年
は
２
０
１
１
年
３
月

日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
か
ら

年
と
な

る
節
目
の
年
。
そ
こ
で
、
東
北
へ
の
修
学
旅
行
に
改
め
て
注
目
し
、
学
習
地
と

し
て
の
東
北
の
魅
力
を
探
っ
た
。
前
半
パ
ー
ト
は
、
東
北
観
光
推
進
機
構
の
紺

野
純
一
・
専
務
理
事
推
進
本
部
長
か
ら
の
寄
稿
に
よ
り
「
東
北
教
育
旅
行
の
魅

力
と
現
状
」
を
紹
介
。
後
半
パ
ー
ト
で
は
、
被
災
し
た
岩
手
・
宮
城
・
福
島
３

県
で
の
お
薦
め
の
教
育
旅
行
コ
ー
ス
を
Ｊ
Ｔ
Ｂ
、近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト
関
東
、

日
本
旅
行
の
大
手
旅
行
会
社
か
ら
提
案
し
て
も
ら
っ
た
。
な
お
、
コ
ー
ス
内
容

は「
震
災
学
習
」に
限
ら
ず
、歴
史
・
文
化
、自
然
な
ど
幅
広
い
分
野
と
し
た
。

　
◆
２
０
１
１
年
３
月
に
発

生
し
た
東
日
本
大
震
災
の
打

撃　
２
０
２
１
年
、
東
北
は
東

日
本
大
震
災
よ
り

年
の
節

目
の
年
を
迎
え
た
。
震
災
直

後
は
、
地
震
、
津
波
、
原
発

事
故
と
い
う
未
曽
有
の
災
害

で
観
光
を
含
め
た
イ
ン
フ
ラ

が
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け

た
。
教
育
旅
行
に
お
い
て
も

風
評
被
害
で
厳
し
い
状
況
が

続
い
た
。

　
現
在
、
東
日
本
大
震
災
か

ら
の
復
興
途
上
で
あ
る
が
、

全
国
の
皆
さ
ま
に
よ
る
温
か

い
応
援
や
多
大
な
ご
支
援
を

い
た
だ
き
、
こ
こ
ま
で
復
興

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
「
観

光
を
通
じ
た
支
援
」
な
ど
、

多
種
多
様
な
ご
支
援
を
い
た

だ
き
、
改
め
て
御
礼
を
申
し

上
げ
た
い
。

　
◆
教
育
旅
行
需
要
の
回
復

状
況

　

年
度
は
、
震
災
前
と
比

べ
９
割
程
度
ま
で
回
復
し

た
。

年
度
は
、
震
災

年

や
、
復
興
五
輪
と
さ
れ
る
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
を
契
機
と
し
て
、

東
北
教
育
旅
行
の
更
な
る
飛

躍
の
年
と
す
る
べ
く
準
備
を

し
て
き
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
発
生
に

よ
り
、
東
北
へ
の
来
訪
者
は

大
き
く
落
ち
込
ん
だ
。
そ
の

後
も
再
拡
大
に
よ
り
東
北
観

光
は
大
き
な
打
撃
を
受
け
て

お
り
、

年
度
も
厳
し
い
状

況
が
続
い
て
い
る
。

　
◆
東
北
３
県
を
舞
台
に
し

た
教
育
旅
行
の
魅
力

　
東
北
３
県
で
の
学
び
の
テ

ー
マ
は
、
東
日
本
大
震
災
か

ら
学
ぶ
「
震
災
・
防
災
・
減

災
学
習
」
と
東
北
の
歴
史
・

文
化
や
四
季
に
根
差
し
た

「
東
北
な
ら
で
は
の
探
究
学

習
」
に
な
る
。

　
震
災
・
防
災
・
減
災
学
で

は
、
震
災
直
後
は
「
震
災
の

恐
ろ
し
さ
」
や
「
復
興
に
進

む
東
北
の
姿
」
な
ど
「
震
災

学
習
」が
中
心
で
あ
っ
た
が
、

現
在
は
「
震
災
遺
構
」
や

「
語
り
部
」
な
ど
が
各
地
で

整
備
さ
れ
、
受
け
入
れ
態
勢

が
整
っ
て
き
た
。
「
な
ぜ
、

命
が
助
か
っ
た
の
か
」
な
ど

の
経
験
を
生
か
し
た
「
防
災

学
習
」
や
、
万
が
一
の
震
災

に
備
え
る
「
減
災
学
習
」
な

ど
の
ニ
ー
ズ
も
増
え
て
い

る
。

年
の
月
日
を
経
て
、

東
北
で
し
か
で
き
な
い
震
災

・
防
災
・
減
災
の
学
び
も
進

化
し
て
い
る
。

　
「
探
究
学
習
」
に
つ
い
て

は
、
東
北
に
は
た
く
さ
ん
の

探
究
で
き
る
学
習
素
材
に
満

ち
て
い
る
。「
自
然
・
環
境
」

「
歴
史
・
文
化
」
「
農
村
生

活
体
験
」
な
ど
東
北
に
て
探

究
す
る
こ
と
は
、
子
ど
も
た

ち
の
「
な
ぜ
だ
ろ
う
」
の
疑

問
に
対
し
て
、
東
北
で
〝
本

物
に
ふ
れ
る
〟
こ
と
が
で
き

る
こ
と
が
特
色
で
あ
る
。
子

ど
も
た
ち
が
課
題
を
設
定

し
、
疑
問
を
解
決
し
、
答
え

を
導
く
、真
の「
学
び
の
場
」

が
東
北
各
地
に
あ
る
。

　
◆
教
育
旅
行
に
関
す
る
最

新
情
報

　

年
７
月

日
「
北
海
道

・
北
東
北
の
縄
文
遺
跡
群
」

が
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ

れ
た
の
は
、
大
変
明
る
い
話

題
で
あ
る
。
農
耕
に
移
行
せ

ず
、
狩
猟
な
ど
を
基
盤
と
し

た
ま
ま
定
住
し
た
縄
文
時
代

の
人
類
の
生
活
実
態
を
示
す

貴
重
な
物
証
が
世
界
的
に
認

め
ら
れ
た
。
ま
た
「
平
泉


仏
国
土
（
浄
土
）
を
表
す
建

築
・
庭
園
及
び
考
古
学
的
遺

跡
群
」
も
世
界
遺
産
登
録
か

ら

年
を
迎
え
る
。

　
東
北
で
の
学
び
に
つ
い
て

は
、
農
村
漁
村
で
の
民
泊
や

生
業
体
験
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関

連
し
た
体
験
活
動
を
東
北
で

実
施
す
る
学
校
も
増
え
て
き

て
お
り
、
福
島
県
の
「
ホ
ー

プ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」、宮
城
県
の

「
み
や
ぎ
感
Ｄ
Ｏ
！
プ
ロ
グ

ラ
ム
」、岩
手
県
の
「
生
き
る

力
を
育
む
感
動
体
験
」な
ど
、

「
新
し
い
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
が
で
き
あ
が
っ
て
き
て

い
る
。
教
育
旅
行
も
、
「
新

学
習
指
導
要
領
の
改
訂
」
の

全
面
実
施
が
求
め
ら
れ
、
東

北
が
、
よ
り
「
深
い
学
び
」

を
求
め
ら
れ
る
エ
リ
ア
と
し

て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　
◆
東
北
観
光
推
進
機
構
の

取
り
組
み

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
発
生
は
ニ
ュ
ー
ノ
ー

マ
ル
と
言
わ
れ
る
新
た
な
常

態
を
生
み
出
し
、
旅
行
者
の

旅
の
嗜
好
や
旅
行
形
態
も
大

き
く
変
化
し
た
。
教
育
旅
行

に
お
い
て
も
、密
を
回
避
し
、

修
学
旅
行
先
を
都
市
部
か
ら

東
北
へ
変
更
す
る
な
ど
、
東

北
の
豊
か
な
自
然
環
境
を
再

評
価
す
る
動
き
も
出
て
き
て

い
る
。
東
北
観
光
推
進
機
構

に
お
い
て
は
、
コ
ン
テ
ン
ツ

や
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
磨
き
上

げ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
も
含
め
た

教
育
旅
行
セ
ミ
ナ
ー
の
開

催
、
各
県
の
誘
致
部
会
や
旅

行
会
社
と
一
体
と
な
っ
た
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
よ

り
、
国
内
外
の
教
育
関
係
者

に
対
し
て
東
北
な
ら
で
は
の

学
び
と
「
安
全
・
安
心
の
東

北
」
を
強
力
に
訴
求
す
る
な

ど
、
東
北
一
体
と
な
っ
た
教

育
旅
行
の
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
。

　
◆
教
育
旅
行
需
要
回
復
に

向
け
た
シ
ナ
リ
オ

　
現
在
「
東
北
教
育
旅
行
　

ブ
ラ
ン
ド
化
５
カ
年
計
画
」

を
進
め
て
い
る
。
「
東
北
で

学
ぶ
こ
と
は
、
生
き
る
力
を

育
む
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
、

「
東
北
な
ら
で
は
の
探
究
学

習
」
と
「
震
災
・
防
災
・
減

災
学
習
」
に
つ
い
て
、
学
習

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
磨
き
上
げ
て

い
る
。

　
３
年
目
の
今
年
度
は
、
各

県
の
誘
致
部
会
と
の
連
携
を

さ
ら
に
強
化
し
て
お
り
、
こ

の
磨
き
上
げ
た
コ
ン
テ
ン
ツ

を
武
器
に
、
各
種
セ
ミ
ナ
ー

で
東
北
教
育
旅
行
の
魅
力
を

発
信
し
、
東
北
の
強
み
を
Ｐ

Ｒ
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
向

上
に
取
り
組
み
「
東
北
ま
な

び
旅
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

強
化
に
努
め
て
き
た
。
「
東

北
ま
な
び
旅
」
で
検
索
が
可

能
で
あ
り
、
東
北
へ
の
教
育

旅
行
情
報
を
集
約
し
た
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
情
報
を
掲
載
し
て

い
る
。

　
特
に
「
モ
デ
ル
コ
ー
ス
」

は
、

年
度
一
番
ア
ク
セ
ス

数
の
多
い
、
人
気
の
ペ
ー
ジ

で
あ
り
、
現
在
１
２
６
コ
ー

ス
掲
載
し
て
い
る
。
行
程
表

は
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
、
活
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

　
「
学
習
体
験
ス
ポ
ッ
ト
」

も
現
在
５
４
２
件
掲
載
し
て

お
り
、
コ
ン
テ
ン
ツ
の
確
認

以
外
に
、
印
刷
用
と
し
て
も

抽
出
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ

る
。

　
「
探
究
学
習
・
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

プ
ロ
グ
ラ
ム
」に
関
し
て
も
、

さ
ら
な
る
コ
ン
テ
ン
ツ
磨
き

上
げ
に
取
り
組
み
、
１
９
５

件
コ
ン
テ
ン
ツ
を
作
り
上
げ

た
。

　
「
お
知
ら
せ
」
の
ペ
ー
ジ

で
は
、
今
回
新
た
に
特
設
し

た
「
セ
ミ
ナ
ー
資
料
」
「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
情

報
」「
各
自
治
体
支
援
施
策
」

な
ど
旬
な
情
報
や
、
「
教
育

副
読
本
」
「
学
習
動
画
」
な

ど
学
習
教
材
を
「
学
校
関
係

者
」
「
旅
行
会
社
」
向
け
に

発
信
を
し
て
い
る
。

　
そ
の
他
、
多
種
多
様
な
情

報
を
掲
載
し
て
お
り
、
今
後

も
東
北
の
教
育
旅
行
に
関
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　
◆
地
域
の
観
光
業
者
に
伝

え
た
い
こ
と

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
は
既
に
１
年
半
以

上
に
及
び
、
観
光
産
業
に
と

っ
て
は
大
変
厳
し
い
状
況
が

続
い
て
い
る
が
、
こ
こ
が
踏

ん
張
り
ど
こ
ろ
だ
。
旅
館
・

ホ
テ
ル
は
ま
さ
に
、
地
域
の

観
光
を
引
っ
張
る
中
核
的
存

在
だ
。
東
北
に
は
豊
か
な
自

然
や
、
縄
文
時
代
を
基
層
に

し
た
文
化
や
生
活
様
式
な
ど

の
魅
力
に
あ
ふ
れ
て
お
り
、

Ｄ
Ｍ
Ｏ
な
ど
地
域
一
体
の
体

制
や
広
域
的
な
連
携
に
よ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
持

つ
良
さ
、
独
自
の
文
化
を
し

っ
か
り
守
り
、
ウ
イ
ズ
コ
ロ

ナ
・
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
に

対
応
し
た
受
け
入
れ
態
勢
や

観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
構
築
に
取

り
組
む
こ
と
が
大
切
で
あ

る
。

　
東
北
観
光
推
進
機
構
で
も


年
度
か
ら
第
５
期
中
期
計

画
を
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。

東
北
広
域
で
の
滞
在
型
コ
ン

テ
ン
ツ
と
宿
泊
を
組
み
合
わ

せ
、
ロ
ン
グ
ス
テ
イ
を
促
進

す
る
「
東
北
の
新
し
い
旅
行

ス
タ
イ
ル
の
創
出
」
や
、
域

内
の
デ
ー
タ
を
一
元
化
し
共

通
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
ツ
ー

ル
を
構
築
す
る
「
東
北
観
光

Ｄ
Ｍ
Ｐ
（
デ
ー
タ
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
）」

な
ど
の
広
域
の
取
り
組
み
を

進
め
て
い
く
。
ま
た
、
東
北

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
（
Ｄ
Ｃ
）
を
通
じ

て
生
み
出
さ
れ
た
広
範
な
企

業
、
組
織
の
皆
さ
ま
と
の
幅

広
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
を
今
後
の

東
北
観
光
の
レ
ガ
シ
ー
と
し

て
生
か
し
て
い
く
。

　
◆
学
校
へ
向
け
た
メ
ッ
セ

ー
ジ

　
東
北
は
教
育
旅
行
の
コ
ン

テ
ン
ツ
、
体
制
が
充
実
し
て

い
る
と
と
も
に
、
新
幹
線
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
や
高
速
道
路
な

ど
交
通
網
の
整
備
が
進
ん
で

い
る
。

　
昨
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

る
各
学
校
の
修
学
旅
行
先
が

変
更
に
な
り
、
「
東
北
」
を

初
め
て
経
験
い
た
だ
く
学
校

が
大
幅
に
増
え
た
。
学
校
や

旅
行
会
社
の
皆
さ
ま
に
と
っ

て
も
、
大
変
厳
し
い
状
況
の

中
で
東
北
へ
の
教
育
旅
行
を

選
択
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と

に
、
感
謝
し
て
い
る
。

　
本
年
、
東
北
で
は
、
よ
り

「
安
全
・
安
心
」
な
旅
行
お

よ
び
「
衛
生
管
理
」
を
心
掛

け
、
お
越
し
い
た
だ
く
皆
さ

ま
に
、
安
心
し
て
東
北
に
て

教
育
旅
行
を
実
施
い
た
だ
け

る
よ
う
に
取
り
組
み
、
「
学

び
の
場
と
し
て
の
東
北
」
の

魅
力
を
発
信
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　
ぜ
ひ
、
東
北
へ
お
越
し
い

た
だ
き
た
い
。


